
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

地
下
水
活
用
へ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

地
下
水
活
用
へ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

有
識
者

会

議
大
規
模
災
害
時
の
代
替
水
源
に

全
管
連
水
道
議
連
・
懇
話
会
に
要
望

命
の
水
を
守
る
使
命
果
た
す

内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本

部
事
務
局
は
東
京
・
霞
が
関

の
中
央
合
同
庁
舎
３
号
館
会

議
室
で
第
１
回
「
災
害
時
に

お
け
る
地
下
水
等
活
用
推
進

に
向
け
た
有
識
者
会
議
」

（
座
長
・
遠
藤
崇
浩
大
阪
公

立
大
学
現
代
シ
ス
テ
ム
科
学

域
教
授
）
を
開
き
、
災
害
時

の
地
下
水
等
活
用
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
（
仮
称
）
の
策
定
に
向

け
た
検
討
を
開
始
し
た
。
能

登
半
島
地
震
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
大
規
模
災
害
時
の
代
替

水
源
と
し
て
地
下
水
の
活
用

を
促
進
し
て
い
く
。

能
登
半
島
地
震
の
一
部
被

災
地
で
は
地
域
住
民
が
自
発

的
に
井
戸
水
や
湧
水
を
生
活

用
水
と
し
て
活
用
し
、
緊
急

時
の
代
替
水
源
と
な
る
こ
と

が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
ま

た
地
下
水
の
利
用
を
地
域
防

災
計
画
に
盛
り
込
む
事
例
も

増
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
学

識
者
・
研
究
者
に
よ
る
有
識

者
会
議
を
新
た
に
設
け
、
地

下
水
を
積
極
的
に
利
活
用
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す

る
こ
と
に
し
た
。

初
会
合
で
は
齋
藤
博
之
事

務
局
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に

立
ち
「
能
登
半
島
地
震
で
は

断
水
が
長
期
化
し
、
緊
急
時

の
水
の
確
保
と
い
う
問
題
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
半
島

・
離
島
な
ど
は
数
多
く
数
あ

り
、
全
国
に
共
通
す
る
課
題

と
い
え
る
。
新
た
な
水
循
環

基
本
計
画
で
は
地
下
水
を
重

視
し
て
お
り
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
ま
と
め
て
自
治
体
支
援

の
一
助
と
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
、
積
極
的
な
意
見
交

換
を
促
し
た
。

続
い
て
遠
藤
座
長
が
「
災

害
時
の
地
下
水
利
用
へ
の
関

心
は
高
ま
っ
て
お
り
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
策
定
の
好
機
だ
」

と
強
調
し
た
。

議
事
で
は
緊
急
水
源
と
し

て
の
地
下
水
活
用
事
例
な
ど

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
分
か
り
や
す
さ
・
見
や

す
さ
に
留
意
す
る
こ
と
な
ど

を
確
認
し
た
。

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
藤
川
幸
造
会
長
）
は
自
民
党
の
水
道
事
業
促
進
議
員
連
盟
（
田
村
憲
久
会

長
）
と
公
明
党
の
上
水
道
・
簡
易
水
道
整
備
促
進
議
員
懇
話
会
（
大
口
義
徳
会
長
）
に
能
登
半
島
地
震
被
害
を
踏

ま
え
た
予
算
・
体
制
確
保
・
業
界
振
興
策
の
充
実
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
し
た
。
老
朽
管
の
更
新
・
耐
震
化
の

促
進
を
は
じ
め
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
法
制
度
の
整
備
や
悪
質
業
者
対
策
の
強
化
な
ど
を
求
め
た
。
命
の
水
を

守
る
と
い
う
社
会
的
使
命
を
果
た
し
、
管
工
事
業
界
の
さ
ら
な
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
。

元
日
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
で
は
水
道
事
業
体
の

要
請
に
応
え
て
全
国
か
ら
全

管
連
傘
下
の
１
１
７
団
体
が

被
災
地
に
駆
け
つ
け
た
。
１

月
か
ら
５
月
ま
で
延
べ
作
業

日
数
約
２
５
０
０
日
・
約
１

万
６
千
名
が
能
登
地
方
を
中

心
に
組
織
的
な
応
急
復
旧
活

動
を
展
開
。
長
期
化
し
た
断

水
の
影
響
な
ど
に
よ
っ
て
改

め
て
上
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
の
進
行
や
耐
震
化
の

遅
れ
が
顕
在
化
し
、
地
震
や

激
化
・
頻
発
化
す
る
風
水
害

へ
の
備
え
の
必
要
性
が
認
識

さ
れ
た
。

そ
の
一
方
で
水
道
事
業
体

の
職
員
や
全
管
連
所
属
企
業

は
年
々
減
少
傾
向
で
推
移
し

て
お
り
、
災
害
時
の
応
急
復

旧
応
援
体
制
が
こ
の
ま
ま
維

持
で
き
る
か
強
く
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
会
員
企
業
が
地
域

の
安
全
・
安
心
の
守
り
手
と

し
て
社
会
的
使
命
を
果
た
す

に
は
経
営
基
盤
の
強
化
・
安

定
化
が
不
可
欠
だ
。
と
く
に

安
定
的
・
持
続
的
な
事
業
量

の
確
保
と
企
業
と
し
て
の
適

正
利
潤
の
確
保
が
急
務
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に

伴
い
管
工
事
業
界
へ
の
若
年

者
の
入
植
促
進
と
技
術
・
技

能
の
継
承
を
図
る
た
め
、
業

界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
加

え
て
週
休
２
日
制
の
確
保
な

ど
働
き
方
改
革
の
推
進
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
現
状
を
見
据

え
、
全
管
連
の
藤
川
会
長
と

粕
谷
明
博
専
務
理
事
は
９
月

６
日
、
衆
議
院
第
一
議
員
会

館
で
開
か
れ
た
自
民
党
水
道

議
連
の
第
２３
回
総
会
に
出
席

し
、
令
和
７
年
度
予
算
編
成

に
際
し
て
当
面
の
重
点
課
題

に
関
す
る
要
望
を
行
っ
た
。

ま
た
５
日
に
衆
議
院
第
一
議

員
会
館
で
公
明
党
懇
話
会
の

大
口
会
長
に
要
望
書
を
手
渡

し
た
。

席
上
、
藤
川
会
長
は
全
管

連
の
取
り
組
み
な
ど
を
説
明

し
た
う
え
で
①
老
朽
化
し
た

水
道
管
路
の
更
新
・
耐
震
化

促
進
の
た
め
の
十
分
な
国
費

の
確
保
②
平
常
時
か
ら
水
道

管
路
更
新
・
耐
震
化
工
事
に

従
事
で
き
る
発
注
体
制
の
整

備
③
水
道
管
路
工
事
発
注
に

当
た
っ
て
の
工
事
時
期
の
平

準
化
と
適
正
工
期
確
保
④
大

規
模
災
害
時
に
お
け
る
宅
地

内
・
建
物
内
の
給
排
水
設
備

の
区
域
外
業
者
に
よ
る
円
滑

か
つ
技
術
的
に
も
し
っ
か
り

し
た
修
繕
な
ど
の
法
制
度
の

整
備
⑤
給
水
装
置
工
事
主
任

技
術
者
の
技
術
レ
ベ
ル
維
持

向
上
の
た
め
の
定
期
的
な
研

修
受
講
と
悪
質
業
者
対
策
の

た
め
の
工
事
店
指
定
要
件
の

強
化
―
―
の
５
項
目
の
実
現

を
訴
え
た
。

こ
れ
を
受
け
て
田
村
会
長

や
大
口
会
長
ら
は
能
登
半
島

地
震
に
お
け
る
応
急
復
旧
活

動
に
感
謝
の
意
を
表
明
す
る

と
と
も
に
、
要
望
項
目
が
来

年
度
予
算
に
反
映
さ
れ
る
よ

う
全
力
で
努
め
て
い
く
意
向

を
示
し
た
。

更新・耐震化促進を更新・耐震化促進を

田村会長に要望書を手渡す藤川会長㊨

中央に大口会長と藤川会長

初会合で活発に意見交換

齋藤事務局長
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